
 
 （1） 

一
人
ひ
と
り
が
信
仰
共
同
体
の
一
員
と
し
て
… 

第

38
回
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
城
県
大
会 

                     
                                 
                             
 
 
 

2010 年 9 月 5 日   No.195
発  行 

カ ト リ ッ ク 仙 台 司 教 区 
〒980-0014 仙台市青葉区本町 1-2-12 
Tel (022) 222-7371 Fax(022)222-7378 

発行責任 広 報 委 員 会 
URL http://sendai.catholic.jp/

 
 

 
    

 
                         

 

今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
宮
城
県
研
修
会

で
は
、
仙
台
教
区
の
現
状
を
知
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
、
平
賀
司
教
は
、
基
調
講

演
で
教
区
の
現
状
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
後
、

教
会
と
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に

触
れ
、「
私
た
ち
が
教
会

な
の
で
す
」
と
強
調
さ

れ
た
。 

 
｢

私
た
ち
の
教
会｣

に

は
、
教
区
が
関
わ
っ
て

い
る
事
業
、
教
育
、
医

療
、
社
会
福
祉
関
係
の

団
体
が
あ
り
、
ま
た
、

様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
修
道
会
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
団
体

や
修
道
会
の
活
動
そ
の

も
の
が
福
音
宣
教
で
は

な
い
か
。
学
校
で
は
毎

年
入
学
し
て
き
た
学
生
に
キ
リ
ス
ト
教
精

神
を
教
え
て
い
る
、
医
療
・
福
祉
で
は
キ

リ
ス
ト
教
精
神
を
も
っ
て
患
者
の
方
々
に

接
し
て
い
る
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
従
事
し
て
い
る
方
々
の
大

半
は
信
徒
で
は
な
い
、
こ
の
よ
う
な
事
実

を
知
り
共
有
し
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
宮
城
県
内
の
事
業
や
、

教
区
内
の
施
設
、
修
道
会
に
現
在
の
活
動

内
容
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
理

解
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
生
か

し
、
共
に
歩
む
一
助
と
な
る
よ
う
テ
ー
マ

を｢

共
に
知
り 

共
に
歩
も
う｣

と
し
た
と

の
趣
旨
で
あ
っ
た
。 

発
表
は
、
１
団

体
５
分
程
度
で

ス
ク
リ
ー
ン
に

映
像
を
映
し
な

が
ら
創
立
の
過

程
や
主
な
活
動

に
つ
い
て
説
明

し
た
。 

 

昼
食
を
は
さ

み
、
13
時
30
分

か
ら
、
大
会
ミ
サ

が
平
賀
司
教
主

司
式
の
も
と
に

さ
さ
げ
ら
れ
た
。

平
賀
司
教
は
、
説
教
で
、「
キ
リ
ス
ト
者
に

と
っ
て
『
共
に
い
る
』
と
い
う
こ
と
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。『
人
を
大
切
に
す

る
』
こ
と
を
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
に
よ
っ

て
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
共
に
い
て
、

共
に
知
り
、
共
に
歩
む
こ
と
は
、
キ
リ
ス

ト
の
十
字
架
を
示
す
た
め
で
す
。
十
字
架

の
他
に
私
た
ち
に
と
っ
て
誇
れ
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や

事
業
が
、
そ
の
団
体
の
存
続
や
発
展
の
た

め
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
十

字
架
を
示
す
と
い
う
根
本
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
と
話
さ
れ
た
。 

 

修
道
会
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
各
種
の
団

体
の
活
動
内
容
が
詳
し
く
発
表
さ
れ
た
こ

と
で
、
よ
く
理
解
で
き
た
し
、
身
近
な
も

の
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
よ
か

っ
た
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
。
今
回
発
表

出
来
な
か
っ
た
団
体
に
つ
い
て
も
、
今
後

何
ら
か
の
方
法
で
周
知
で
き
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。 

 

会
場
の
廊
下
で
は
、
種
々
の
グ
ル
ー
プ

が
バ
ザ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
休
憩
時
間
を

利
用
し
て
買
い
物
を
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
た
。
中
高
生
会
や
教
会
学
校
の
子
ど

も
た
ち
は
、
午
前
中
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

楽
し
い
集
い
を
過
ご
し
た
。 

 

【
以
下
発
表
し
た
団
体
と
主
な
事
業
】 

オ
タ
ワ
愛
徳
修
道
女
会
…
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
、

小
教
区
、
保
育
園
、
養
護
施
設
に
会
員
を
派
遣
、

団
体
の
黙
想
会
等
に
修
道
院
を
開
放
し
て
い
る
。 

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会
…
学
校
法
人 

仙
台
白
百
合
学
園
（
幼
、
小
、
中
、
高
、
大
）。 

聖
ウ
ル
ス
ラ
修
道
会
…
八
戸
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院

（
幼
、
中
、
高
）
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智(

幼
、
小

中
、
高)

。
教
区
、
小
教
区
へ
の
奉
仕
。 

聖
ド
ミ
ニ
コ
女
子
修
道
会
…
聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院

（
幼
、
小
、
中
・
高
、
北
仙
台
幼
）。
児
童
養
護
施

設 

仙
台
天
使
園
、
ド
ミ
ニ
コ
の
家(

青
野
木)

。 

聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会
…
書
籍
出
版
、書
籍
販
売

（
聖
パ
ウ
ロ
書
院
）。 

社
会
福
祉
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
児
童
福
祉
会
…
社

会
福
祉
施
設
運
営
（
暁
星
園
・
あ
け
の
星
荘
・
パ

ル
シ
ア
）
保
育
事
業
（
金
ヶ
瀬
カ
ト
リ
ッ
ク
保
育

園
、
川
渡
カ
ト
リ
ッ
ク
保
育
園
、
古
川
東
町
カ
ト

リ
ッ
ク
保
育
園
、
米
川
聖
マ
リ
ア
保
育
園
）。 

財
団
法
人 
光
ヶ
丘
ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
…
内
科
、

小
児
科
、
産
婦
人
科
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
内
科
、

ホ
ス
ピ
ス(

緩
和
ケ
ア
科)

。 

▼
足
立
区
の
101
歳
の
老
人
の
白
骨
化

し
た
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
事
件
に
衝

撃
を
受
け
た
。
そ
れ
か
ら
連
日
の
よ

う
に
各
地
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
て

亡
く
な
っ
て
い
た
高
齢
白
骨
遺
体
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
々
に
は

ず
っ
と
年
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
事
実
が
明

る
み
に
出
て
、
遺
族
の
詐
欺
行
為
に
発
展
し
て

い
る
▼
１
９
６
７
年
深
沢
七
郎
が
、
米
の
取
れ

な
い
貧
し
い
村
を
舞
台
に
老
婆
を
山
に
捨
て

る
話
し
『
楢
山
節
考
』
を
発
表
し
て
話
題
を
呼

ん
だ
が
、
今
度
の
事
件
は
形
を
変
え
た｢

楢
山

節
考｣

で
は
な
い
か
。
今
日
で
は
、
老
人
を
捨

て
る
の
に
山
で
は
な
く
家
に
置
き
去
り
に
す

る
か
、
年
金
な
ど
で
、
老
人
に
使
い
道
が
あ
れ

ば
死
ん
で
も
不
労
所
得
で
家
族
に
恩
恵
を
も

た
ら
す
か
▼
日
本
の
近
代
化
の
担
い
手
は
都

会
に
出
て
き
た
地
方
出
身
の
若
年
労
働
者
で

核
家
族
を
形
成
し
た
。
核
家
族
の
中
に
一
人
で

も
増
え
れ
ば
大
問
題
だ
。
逃
げ
場
の
な
い
人
間

関
係
の
中
で
、
お
互
い
に
無
関
心
を
装
い
、
独

り
暮
ら
し
も
多
く
な
っ
て
い
る
▼
日
本
に
キ

リ
ス
ト
教
が
入
っ
て
来
て
か
ら
つ
い
最
近
ま

で
宣
教
は
ま
ず
家
族
か
ら
と
考
え
て
き
た
。
結

婚
に
際
し
て
は
相
手
も
信
者
に
な
る
よ
う
に

勧
め
て
き
た
。
し
か
し
、
昨
今
信
仰
は
個
人
の

問
題
と
し
て
結
婚
成
立
の
要
件
で
は
な
く
な

っ
て
き
た
。
信
仰
が
家
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
育
ん
で
行
っ
て
い
な
い
と
き
、
信
徒
が
死

ね
ば｢

一
粒
の
麦
が
一
粒
の
ま
ま｣

で
家
族
の

中
に
信
仰
の
痕
跡
も
残
さ
な
い
▼
私
た
ち
の

教
会
が
い
か
に
し
て
孤
立
の
人
に
届
く
よ
う

な
宣
教
方
法
を
生
み
出
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
。｢

人
が
独
り
で
い
る
の
は
良
く
な
い｣

と
教

え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
関
わ
り
合
っ
て
生
き
て

ゆ
く
に
は
長
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
必
要
だ
。
核

家
族
に
は
そ
の
力
が
な
い
。（
守
） 

生命の泉

今
年
の
宮
城
県
大
会
は｢

共
に
知
り 

共
に
歩
も
う｣

を
テ
ー
マ
に
７
月
４

日(

日)

仙
台
白
百
合
学
園
レ
ジ
ナ
・
パ
ー
チ
ス
・
ホ
ー
ル
を
会
場
に
行
わ

れ
、
500
人
余
が
参
加
し
た
。 



（２）

ハンセン病問題の根深さと人権回復の緊急性 

司教 マルチノ平賀徹夫

     2008 年 12 月 10 日、日本の司教団は「すべての人の人権を

大切に」というメッセージを発表しました。世界人権宣言採択から60年

となる機会に合わせてのことでした。仙台教区人権を考える委員会は、

神の似姿として造られた人間一人ひとりの人権がないがしろにされてい

る現実はないか、問題が見えたときには、一緒に考えていただけるよう

に教区に発信することをめざしていますが、この司教団メッセージによ

って一層の刺激を受けたところでした。 
メッセージで司教団は、「貧しく弱い立場に追いやられ、大切な人間関

係を断たれてしまっている人々、人間らしい生活が損なわれ、あるいは

妨げられている人々の側に立って、この世界を見ていかなければなりま

せん」と指摘しています。このような状況は大なり小なりきっとどこに

でもあるので、それに気付き、弱い立場にある方々との関わりを深める

働きをしておられる信者の方々もおいででしょう。そんな中で、最も深

刻でまた緊急性を帯びている問題の一つがハンセン病問題です。百年も

前から、国の政策としてハンセン病患者は強制的に収容・隔離され、患

者もその家族も一般社会から大変な偏見・差別を受けてきました。文字

通り「貧しく弱い立場に追いやられ、大切な人間関係を断たれてしまい、

人間らしい生活が損なわれ、妨げられてきた人々」です。人間としての

権利を奪われてきたその方たちが声を上げています。 
元患者たちによる国家賠償請求訴訟の勝訴（熊本地裁）などを経て、

2008 年にはいわゆる「ハンセン病問題基本法」が成立（09 年 4 月 1 日

施行）しました。しかし、法の成立で片付いたとは言えない問題の根深

さはずっと残っています。さらに、療養所入所者の平均年齢が80歳を超

えた今、その法に基づく人権回復の施策遂行は極めて緊急性を帯びてい

ます。だのに現実には「立ち枯れ政策」と皮肉られるほどに進んでいな

い状態でもあります。見ぬ振りはできません。司教団メッセージは「こ

の小さくされた人の視点が欠けているとすれば、たとえ悪意がないとし

ても、それは、ある程度の人権侵害はやむを得ない、とする側に立つこ

とになってしまう」とも警告しています。 

 

去
る
、
６
月
28
日
開
催
の
責
任
役
員

会
に
お
い
て
２
０
０
９
年
度
仙
台
教

区
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
７
月
31
日

付
け
で
各
小
教
区
に
２
０
０
９
年
度 

仙
台
教
区
会
計
報
告
を
お
送
り
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
小
教
区
の
会

計
を
担
当
し
て
下
さ
る
方
々
の
尽
力

の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
度
の
決
算
報
告
に
お
い

て
、
信
徒
の
皆
さ
ま
に
ご
説
明
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
例
年
と
変
わ
っ
た
状

況
は
特
段
無
か
っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
致
し
ま
し
て
維

持
費
納
入
者
数
が
減
少
し
て
い
る
点

が
気
に
掛
か
り
ま
す
。
各
小
教
区
毎
に

工
夫
し
た
取
り
組
み
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
４
月
よ
り
仙

台
教
区
に
待
ち
に
待
っ
た
神
学
生
が

誕
生
し
ま
し
た
。
教
区
の
神
学
生
は
信

徒
の
皆
さ
ま
が
協
力
し
て
下
さ
る
司

祭
召
命
活
動
（
旧
一
粒
会
）
か
ら
養
成

に
掛
か
る
費
用
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
。

司
祭
召
命
活
動
に
関
し
て
も
今
後
と

も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

併
せ
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

２
０
１
１
年
８
月
、
ス
ペ
イ

ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
デ
ィ
が
行
わ
れ
ま
す
。 

参
加
者
の
募
集
期
間
は
、
２
０

１
０
年
８
月
20
日
か
ら
２
０

１
１
年
３
月
20
日
ま
で
。 

日
程
は
Ａ
・
Ｂ
、二
つ
の
コ
ー
ス
。 

Ａ
コ
ー
ス
＝
２
０
１
１
年
８
月

７
日
（
日
）
～ 

８
月
23
日
（
火
） 

 

〈
17
日
間
〉
（
現
地
集
合
＝
ス
ペ

イ
ン
・
ビ
ー
ゴ
・
現
地
解
散
＝
マ
ド

リ
ー
ド
）
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン

ポ
ス
テ
ー
ラ
徒
歩
巡
礼 

Ｂ
コ
ー
ス
＝
２
０
１
１
年
８
月  

15
日
（
月
）
～ 

８
月
24
日
（
水
） 

〈
10
日
間
〉
（
日
本
出
発
・
日
本
帰 

国
） 

Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
共
通
日
程
＝
16
日
～

22
日
＝
Ｗ
Ｙ
Ｄ
本
大
会
参
加
（
マ
ド

リ
ー
ド
、
グ
ア
ダ
ラ
ハ
ラ
） 

参
加
資
格
は
、
高
校
生
を
含
ま
な
い

18
歳
以
上
35
歳
ま
で
。 

往
復
の
旅
費
等
に
つ
い
て
、
今
回
は

教
区
ご
と
の
対
応
と
な
り
、
正
確
な

金
額
は
ま
だ
提
示
で
き
ま
せ
ん
が
、

わ
か
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

Ｗ
Ｙ
Ｄ
２
０
１
１
マ
ド
リ
ー
ド
大
会

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

中
央
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
、

Ｗ
Ｙ
Ｄ
２
０
１
１
マ
ド
リ
ー
ド
大
会 

日
本
事
務
局
公
式
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。 

な
お
、
教
区
内
の
連
絡
の
た
め
に 

sendai75seinen@yahoo.co.jp  

の
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
作
成
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
諸
般
の
連
絡
は
こ
ち
ら
に
お
送

り
下
さ
い
。 

お
急
ぎ
の
電
話
に
つ
い
て
は
、
仙
台
中
央

地
区(

舟
山)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

カ
ト
リ
ッ
ク
元
寺
小
路
教
会 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
２
（
２
２
２
）
５
５
０
７ 

参
加
者
が
殺
到
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

２
０
０
９
年
度 

仙
台
教
区
決
算
報
告
に
つ
い
て 

仙
台
司
教
区
会
計 

小
松 

史
朗

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
10
月 

 

9･

１ 

㊌
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

3
㊎
部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

4
㊏
部
落
差
別
人
権
委
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

5
㊐
カ
ト
リ
ッ
ク
の
集
い
・
青
森
県 

9
㊍
部
落
差
別
人
権
委
・
定
例
会 

11
㊏
仙
台
壮
年
の
会
黙
想
会 

14
㊋
司
祭
評
議
会
・
教
区
司
祭
団
役
員
会 

18
～
19
正
平
協
全
国
集
会
（
札
幌
） 

20
㊊
オ
タ
ワ
愛
徳
修
道
女
会
50
周
年 

21
㊋
学
校
法
人
理
事
会 

23
㊍
宣
教
司
牧
評
議
会
・
定
例
会 

26
㊐
カ
ト
リ
ッ
ク
の
集
い
・
福
島
県

27
～
10･

2
教
区
司
祭
団
年
の
黙
想
会 

10
・
3
㊐
十
和
田
教
会
・
堅
信
式 

8
㊎
特
別
臨
時
司
教
総
会
、
社
会
司
教
委 

9
㊏
吉
田
昌
民
師
司
祭
叙
階
金
祝
ミ
サ 

10
㊐
弘
前
教
会
献
堂
１
０
０
周
年 

12
～
13
道
の
司
牧
（
東
京
） 

18
㊊
宮
宗
法
連
研
修
会 

21
㊍
学
校
法
人
理
事
会 

23
㊏
聖
霊
刷
新
グ
ル
ー
プ
ミ
サ 

25
㊊
教
区
司
祭
団
月
例
会 

司
教
日
程

ＷＹＤマドリード大会案内
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７
月
10
日
、｢

殉
教
地
大
籠
を
守
る

会｣

の
今
年
度
総
会
が
大
籠
教
会
で
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。
昨
年
10
月
の
発
足
時
、
22

名
で
あ
っ
た
会
員
は
現
在
80
名
を
超

え
、
順
調
に
会
員
が
増
加
し
て
い
る
。 

 

活
動
は
通
常
の
清
掃
・
草
刈
り
の
他
、

大
籠
教
会
司
祭
館
修
繕
計
画
に
基
づ
き

マ
リ
ア
像
修
繕
・
塗
装
、
教
会
の
屋
根
・

雨
樋
の
修
繕
、
教
会
の
窓
枠
・
ド
ア
の

塗
り
替
え
、
司
祭
館
壁
面
の
塗
装
な
ど

の
工
事
が
行
わ
れ
た
。
特
に
マ
リ
ア
像

の
塗
り
替
え
に
あ
た
っ
て
は
塗
装
自
体

は
専
門

業
者
に

依
頼
し

た
が
、塗

り
替
え
の
た
め
の
下
地
作
り
の
作
業
で

あ
る
塗
装
剥
が
し
は
会
員
数
人
が
数
日

間
が
か
り
で
行
う
と
い
う
熱
の
入
れ
よ

う
だ
っ
た
。
ま
た
、
今
年
５
月
８
日
に

は
守
る
会
主
催
の
巡
礼
が
企
画
さ
れ
、

25
名
が
参
加
。
活
動
は
物
品
調
達
な
ど

必
要
経
費
以
外
は
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
活
動
の
資
金

は
会
費
・
会
員
の
献
金
で
あ
る
こ
と
か

ら
、

今
後

の
活

動
を
進
め
る
た
め
に
も
な
お
一
層
の
会

員
獲
得
が
望
ま
れ
て
い
る
。 

(

殉
教
地
大
籠
を
守
る
会 

会
長 

佐
野 

督
郎) 

【
写
真
＝
上
・
塗
り
替
え
ら
れ
た
マ
リ

ア
像
＝
下
・
司
祭
館
の
ペ
ン
キ
塗
り
＝
】 

 

６
月
20
日
（
日
）
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
（
Ｊ

Ｃ
Ｍ
Ａ
）・
看
護
協
会(

Ｊ
Ｃ

Ｎ
Ａ)

仙
台
支
部
の
第
二
回

交
流
会
が
青
森
県
の
カ
ト

リ
ッ
ク
弘
前
教
会
で
開
催

さ
れ
た
＝
写
真
＝
。
主
日
の

ミ
サ
の
初
め
に
他
教
会
・

他
地
方
か
ら
の
参
加
者
ら

に
自
己
紹
介
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
共
に
ミ
サ

に
あ
ず
か
っ
た
。
そ
の
後

第
一
部
の
記
念
講
演
会
が

聖
堂
で
行
わ
れ
、
約
80
人

の
聴
衆
を
前
に
ケ
ベ
ッ
ク

外
国
宣
教
会
の
フ
ォ
レ
・

エ
ノ
神
父
様
が
「
幸
せ
の

お
す
そ
分
け
」
と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し

た
。 

自
作
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
せ
な
が
ら
、

〈
人
間
と
は
人
間
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

（
こ
れ
が
人
間
で
あ
る
こ
と
の
唯
一
の

条
件
）〉〈
人
間
は
神
様
に
望
ま
れ
、
愛

さ
れ
、
創
ら
れ
た
も
の
（
無
条
件
で
望

ま
れ
愛
さ
れ
た

私

た

ち

は

幸

い
）
〉
〈
人
間
は

苦
し
む
も
の
〉

〈
人
間
は
助
け

合
う
も
の
〉〈
人

間
は
死
の
瞬
間

ま
で
成
長
で
き

る
〉な
ど
の
言
葉

に
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
情
熱

的
に
語
ら
れ
た
。

中
で
も〈
わ
れ
わ

れ
人
間
は
死
ぬ

べ
き
「
生
き
も
の
」
で
は
な
く
、
生
き

る
べ
き
「
死
ぬ
も
の
（
死
に
ゆ
く
も
の
）」

で
す
〉、〈
今
ま
で
の
私
は
神
様
か
ら
の

贈
り
物
。
こ
れ
か
ら
の
私
は
神
様
へ
の

贈
り
物
〉
な
ど
の
言
葉
は
特
に
印
象
的

だ
っ
た
。 

 

講
演
会
の
後
、
第
二
部
と
し
て
信
徒

ホ
ー
ル
で
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
弘
前

で
集
ま
り
が
持
た
れ
た
の
は
初
め
て
だ

が
、
佐
藤
敬
先
生
（
弘
前
大
学
医
学
部

長
）
と
奥
様
、
北
川
理
映
子
先
生
、
境

恵
理
子
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、
こ
の

集
い
を
用
意
し
て
下
さ
っ
た
。
参
加
者

は
総
勢
22
名
、
う
ち
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ 

14
名

（
指
導
司
祭
の
鷹
觜
神
父
を
含
む
）、
Ｊ

Ｃ
Ｎ
Ａ 

５
名
（
１
名
は
重
複
）、
司
祭

他
４
名
で
、
地
域
別
で
は
青
森
か
ら
９

名
、
岩
手
か
ら
１
名
、
宮
城
か
ら
８
名

（
司
祭
は
除
く
）。
支
部
長
の
藤
村
重
文

先
生
が
こ
れ
ま
で
の
仙
台
支
部
の
活
動

報
告
の
後
、
自
己
紹
介
と
近
況
報
告
。

弘
前
大
学
医
学
部
学
生
の
小
川
哲
也
さ

ん
も
参
加
し
、
大
い
に
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
。
名
簿
上
で
し
か
知
り
得
な

か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
実

際
に
お
会
い
し
て
、
お
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
参

加
者
に
と
り
大
変
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
。
同
じ

信
仰
を
有
し
、
一
つ
の
体

に
属
す
る
も
の
と
し
て

の
意
識
を
新
た
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
年
築

後
100
年
を
迎
え
た
弘
前

教
会
の
美
し
い
写
真
を

お
土
産
に
帰
途
に
着
い

た
。 

（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ａ
溝
口
由
美
子
）  

 
 

で
す
ら
祈
り
に
渇
い
て
い
る
の
で
す
か
ら

世
の
中
に
は
も
っ
と
渇
い
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
し
自
分
も

そ
う
か
も･･･

と
思
っ
た
ら
ど
う
ぞ
、
少
し

の
時
間
で
も
い
い
の
で
祈
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

【
写
真
＝
左
上
・
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

右
下
・
福
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
】

      

《
神
学
院
便
り
》 

仙
台
教
区
神
学
生 

佐
藤 

彰
洋 

「
初
め
の
一
歩
」 

厳
し
い
暑
さ
が

続
く
中
、
皆
様
い 

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

神
学
院(

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス)

に
入
学
し

て
か
ら
３
ヶ
月
が
経
ち
、
環
境
の
変
化

と
共
に
私
の
気
持
ち
も
少
し
ず
つ
変

化
し
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今

回
は
そ
の
変
わ
っ
た
環
境
の
変
化
、
生

活
に
つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

神
学
院
の
一
日
の
流
れ
は
祈
り
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
６
時
15
分
か
ら
朝
の

祈
り
が
あ
り
、
そ
の
後
に
は
ミ
サ
に

あ
ず
か
り
ま
す
。
朝
食
を
終
え
て
、

９
時
か
ら
午
前
の
講
義
が
始
ま
り
ま

す
。
昼
に
な
る
と
昼
の
祈
り
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
昼
食
を
と
り
、
午
後
の
講

義
を
受
け
、
夕
方
５
時
半
か
ら
曜
日

に
よ
っ
て
違
う
祈
り
を
し
ま
す
。
聖

体
賛
美
式
や
教
会
の
祈
り
の
読
書

課
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
、
十
字
架
の

道
行
な
ど
を
し
ま
す
。
そ
の
後
に
夕

の
祈
り
を
し
、
夕
食
を
食
べ
て
か
ら

晩
の
祈
り
を
し
て
８
時
に
全
て
終
わ

り
ま
す
。
初
め
は
こ
の
生
活
に
つ
い

て
い
け
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
一
歩
踏
み
出
し
て
み
る
と
ど
う

に
か
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
！
と
感
じ

  

ま
し
た
。
そ
ん
な
祈
り
の
生
活
が
３

ヶ
月
経
っ
た
今
で
は
心
落
ち
着
く
も

の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

を
副
院
長
と
の
面
接
で
話
し
て
み
た

ら
、
「
あ
な
た
を
見
て
い
る
と
祈
り

に
渇
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら

そ
の
せ
い
か
も
ね
」
と
言
わ
れ
て
自

分
が
求
め
て
い
た
も
の
が
祈
り
だ
っ

た
の
か
な
と
思
い
、
私
の
よ
う
な
者

で
す
ら
祈

に
乾
い
て
い
る
の
で
す

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

30 

＝

殉

教

地

大

籠

を

守

る

会

＝ 
マ
リ
ア
像
の
塗
り
替
え
な
ど
の
活
動 

日本カトリック医師会・看護協会 仙台支部 

第２回交流会を弘前で開催
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今
年
の
年
頭
書
簡
で
平
賀
徹
夫
司
教

は
、｢

『
祈
り
に
心
を
注
ぐ
一
年
』
で
信

仰
共
同
体
作
り
を
」
と
題
し
て
、
祈
る
よ

う
勧
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
仙

台
教
区
報
」
で
は
こ
の
一
年
「
祈
り
」
を

テ
ー
マ
に
紙
上
で
の
分
か
ち
合
い
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教

区
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 「

祈
り
」
の
分
か
ち
合
い
④ 

「縄文のこころ」 
     今、「この山麓には、いくつかの湧き水があって、

山肌を伝わって流れてゆきます。 
真夏の真昼のひと時ばかりは、白い光が輝きますが、その

ような季節でも少し太陽が傾くと、水には藍の光が香りたつ

のです。秋になって山野にもみじが燃えても、冬になって白

雪で蔽われても、常にそこには、この、言いがたい光がしみ

わたります。遠い昔にさかのぼる因縁なのでしょうか。」（「藍

の水」押田成人著） 
一人の修道僧（ドミニコ会 押田師）は、八ヶ岳山麓で湧

き水に出会い、“縄文の心”に触れました。太古から湧き出る

命の水を田んぼに引いて高森草庵を編み、人間の生の源を問

いました。文明の虚像にふりまわされる人々に『藍の水』の

存在を知らしめ、人の本来のあり方に立ち返らせたのです。

 縄文時代は１万年以上も続いた日本の文化で、互いに争う

ことなく、食べ物を分かち、助け合っていたといわれます。“縄

文のこころ”こそ大和の国の福音なのではないでしょうか。

聖ドミニコ会  Sr.佐藤 廣子

                                 地球を大事にする会 

～
観
想
修
道
会 

日
々
の
祈
り
～ 

盛
岡
ド
ミ
ニ
カ
ン
・
ロ
ザ
リ
オ
の 

聖
母
修
道
院 

ス
ー
ル
・
マ
リ
・
セ
シ
ー
ル
o.p.  

中
藤 

光
江 

 

朝
、
起
床
の
ベ
ル
で
目
覚
め
、
ベ

ッ
ド
を
離
れ
て
セ
ル
ー
ル
の
窓
を

開
け
る
と
「
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
、
チ
チ

チ
、
ズ
ズ
ッ
デ
ポ
ー
」
と
小

鳥
た
ち
は
も
う
朝
の
祈
り
を

唱
和
。
四
十
四
田
湖
か
ら
吹

い
て
く
る
緑
の
風
を
深
呼
吸
し
て

私
の
一
日
は
始
ま
り
ま
す
。 

湖
の
向
こ
う
側
に
は
盛
岡
の
教
会

と
神
父
様
方
、
信
者

の
方
々
。
そ
の
ず
っ

と
向
こ
う
に
は
仙

台
の
司
教
様
と
神

父
様
方
、
そ
し
て
そ

の
向
こ
う
は
…
、
と

私
の
心
は
日
本
全

国
、
い
や
全
世
界
の

教
会
と
神
父
様
方
、

信
者
の
皆
様
、
未
信

者
の
方
々
が
入
っ

て
来
て
、
彼
ら
の
た

め
に
今
日
一
日
を
あ
ら
か
じ
め
お

さ
さ
げ
致
し
ま
す
。
天
の
御
父
の
も

と
に
ひ
と
つ
に
集
い
互
い
に
助
け

合
っ
て
喜
び
と
幸
せ
の
世
が
早
く

来
ま
す
よ
う
に
と
。 

 

こ
の
祈
り
の
修
道
会
に
入
会
し

て
は
や
44
年
…
。
高

校
時
代
に
初
め
て
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
に
誘

わ
れ
て
ミ
サ
に
あ
ず

か
っ
た
時
の
祈
り
の

響
き
は
今
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。
一

人
の
男
性
の
先
唱
に

あ
わ
せ
て
程
よ
く
溶

け
合
っ
た
祈
り
の
唱

和
は
、
赤
紫
の
ビ
ロ

ー
ド
の
よ
う
で
、
天

井
近
く
に
は
ま
る
で
天
使
が
舞
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。 

 

こ
の
時
か
ら
、
私
は
観
想
修
道
女

に
な
る
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

「
真
理
よ
、
あ
な
た
に
出
会
う
ま
で

は
、
私
の
心
は
憩
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
」
と
。
朝
の
祈
り
、
昼
の
祈

り
（
三
時
課
、
九
時
課
）
、
晩
の
祈

り
、
寝
る
前
の
祈
り
と
一
日
に
２
時

間
以
上
の
教
会
の
祈
り
。
そ
し
て
朝

と
夕
に
30
～
40
分
間
の
黙
想
、
ロ

ザ
リ
オ
の
祈
り
、
そ
の
他
自
由
時
間

に
は
個
人
的
に
祈
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
日
曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日

に
は
御
聖
体
礼
拝
が
あ
り
、
御
聖
体

の
御
前
で
イ
エ
ス
様
と
心
行
く
ま

で
お
話
を
致
し
ま
す
。
召
し
出
し
を

頂
い
た
者
に
と
り
、
こ
の
生
活
は
本

当
に
天
国
に
近
い
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
神
に
感
謝
。 

出
来
な
さ
そ
う
な
こ
と
に
は
反
対
す
る
、

と
い
う
貧
し
い
発
想
と
は
逆
。
目
的
を
も

っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
ざ
わ
め
き
に
通
り

か
か
っ
た
人
が
入
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
、

予
想
さ
れ
た
結
果
だ
け
で
な
い
思
い
が

け
な
い
発
見
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま

れ
る
。
そ
う
い
う
場
を
作
る
こ
と
は
大
切

で
、
今
回
、
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
地
域

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
お
互
い
の
活
動

や
顔
の
見
え
る
ゆ
る
や
か
な
横
の
つ
な

が
り
が
出
来
た
こ
と
や
、
新
生
園
の
方
と

も
良
い
関
係
が
出
来
た
こ
と
な
ど
は
、
大

き
な
成
果
で
し
た
。
今
後
の
課
題
は
、
一

般
の
皆
さ
ん
と
ど
う
つ
な
が
る
か
。
お
祈

り
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
仙
台
教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

 

御
供 

真
人
）

 

６
月
26
日
（
土
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
～
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

で
き
る
こ
と
」
を
開
催
し
、
約
160
名

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

主
催
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
共

に
考
え
る
市
民
の
集
い
」。
仙
台
教
区

人
権
を
考
え
る
委
員
会
も
そ
の
一
員

で
す
。
は
じ
ま
り
は
「
真
宗
大
谷
派

の
知
人
が
、
仙
台
で
東
北
新
生
園
と

共
に
歩
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
し
て
学
習
会
を
す
る
か

ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
も
参
加
し
な

い
？
」
と
い
う
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学

会
青
年
部
の
友
人
か
ら
の
電
話
。
こ

れ
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
教
区
と
し

て
委
員
会
全
員
で
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

一
緒
に
仕
事
を
し
な
が
ら
知
り
合

お
う
、
キ
ッ
ク
オ
フ
企
画
と
し
て
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
よ
う
。
こ
う

し
た
準
備
を
進
め
る
中
、
真
宗
大
谷

派
や
カ
ト
リ
ッ
ク
な
ど
宗
教
者
の
集

ま
り
か
ら
、
養
護
教
員
、
療
養
所
の

職
員
、
福
祉
関
係
者
、
国
賠
訴
訟
の

弁
護
士
な
ど
も
参
加
す
る
、
ゆ
る
や

か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し

た
。
個
人
的
な
つ
な
が
り
を
き
っ
か

け
に
、
一
つ
の
企
画
を
実
現
す
る
中

で
関
係
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

す
る
方
法
は
、
青
年
活
動
と
同
じ
で

す
ね
。
何
で
も
管
理
し
、
自
分
が
理

解
で
き
る
枠
の
中
に
押
し
込
め
て
、

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る
⑥ 

訃 

報 

ス
ー
ル
・
ア
ガ
ト
・
マ
リ
・ 

ド
・
ラ･

ク
ロ
ア
o.p. 

岡
田 

登
女(

97
歳) 

ド
ミ
ニ
コ
会
盛
岡
ロ
ザ

リ
オ
の
聖
母
修
道
院 

出
身
地 

名
古
屋
市 

１
９
１
３
年
１
月
26
日 

生
ま
れ 

１
９
４
８
年
11
月
15
日 

初
誓
願 

２
０
１
０
年
５
月
３
日 

 

帰 

天 

長
年
オ
ル
ガ
ン
奉
仕
を
務
め
た
演

奏
者
と
し
て
の
特
質
は
、
機
知
に
富

ん
だ
生
来
の
気
質
と
共
に
高
齢
に
い

た
る
ま
で
変
わ
ら
ず
、
姉
妹
た
ち
を

喜
ば
せ
た
。
お
祈
り
く
だ
さ
い
。 



 
（５） 

 

６
月
27
日（
日
）、「
沖
縄
を
知
る
集

い
」
＝
写
真
＝
を
開
催
、
聖
ド
ミ
ニ
コ

学
院
高
校
の
生
徒
と
仙
台
弁
護
士
会

の
若
手
弁
護
士
か
ら
沖
縄
体
験
報
告

を
聞
き
、
沖
縄
戦
や
基
地
問
題
に
つ
い

て
学
ん
だ
。 

 

７
月
16
日
は
、１
９
４
５
年
の
こ
の

日
、
世
界
で
最
初
の
原
子
爆
弾
が
ア
メ

リ
カ
の
実
験
場
で
爆
発
し
た
（
そ
れ
か

ら
20
日
後
に
広
島
、長
崎
に
投
下
さ
れ

数
十
万
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
）
こ
と

に
想
い
を
は
せ
、
19
年
前
か
ら｢

核
廃

絶
と
平
和
を
祈
る
ミ
サ｣

を
さ
さ
げ
、

全
て
の
武
器
が
世
界
中
か
ら
な
く
な

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。
８
月
７
日
に

は
盛
岡
市
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
下

ノ
橋
教
会
を
会
場
に｢

平
和
講
演
会｣

を
実
施
。
仙
台
正
平
協
の
渡
辺
清
会
長

は
、
国
内
で
唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ
れ
、

そ
の
傷
跡
が
今
も
深
く
残
っ
て
い
る

沖
縄
の
こ
と
に
心
を
と
め
、
沖
縄
の
こ

と
か
ら
平
和
の
祈
り
を
始
め
る
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
た
。
今
回
、

｢

平
和
節｣

を
新
設
し
た
こ
と
で
、
札
幌

正
平
協
や
、
さ
い
た
ま
正
平
協
で
も
来

年
か
ら｢

平
和
節｣

を
新
設
す
る
と
の

話
を
聞
い
て
い
る
。
全
国
の
教
会
に

｢

平
和
節｣

が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に

願
っ
て
い
る
と
談
話
を
寄
せ
て
く
れ

た
。 

平
和
旬
間
講
演
会
in
盛
岡 

８
月
７
日
、
盛
岡
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

正
義
と
平
和
仙
台
協
議
会
は
、
キ
リ
ス

ト
者
９
条
の
会
・
宗
教
者
９
条
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
の
共
催
で
、
平
和
旬
間
講
演
会

武
田
晃
二
氏
（
岩
手
大
学
名
誉
教
授
）

講
演
「
子
ど
も
の
幸
せ
は
憲
法
理
念
と

結
び
つ
い
て
こ
そ
！
」
＝
写
真
＝
を
開

催
し
ま
し
た
。
平
和
の
確
か
な
土
台
と

し
て
の
憲
法
26
条
『
普
通
教
育
』
の
理

念
を
学
び
ま
し
た
。 

『
普
通
教
育
』
と
は
、
ど
の
子
ど
も

に
も
等
し
く
憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い

る
、
人
格
の
完
成
を
目
指
す
教
育
、
人

間
を
人
間
と
し
て
育
成
す
る
教
育
の

こ
と
で
す
。
戦
前
の
日
本
の
教
育
に
対

す
る
深
い
反
省
か
ら
、
西
欧
の
民
主
主

義
教
育
思
想
を
取
り
入
れ
て
、
定
め
ら

れ
ま
し
た
。「
国
民
は
、
保
護
す
る
子

女
に
普
通
教
育
を
受
け
さ
せ
る
義
務

を
負
い
、
義
務
教
育
は
、
こ
れ
を
無
償

と
す
る
。」
と
憲
法
に
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。
26
条
は
、
９
条
や
他
の
条
文
と
深

い
統
一
を
持
ち
、
「
平
和
」
「
人
権
」

「
民
主
主
義
」
等
、
憲
法
の
基
本
精
神

を
共
に
構
築
し
て
い
ま
す
。
平
和
な
社

会
の
実
現
と
子
ど
も
た
ち
の
幸
福
を

保
障
す
る
、
素
晴
ら
し
い
理
念
が
土
台

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
６
年
の
教
育
基

本
法
の
改
定
は
、
憲
法
の
理
念
に
反
し
、

「
人
間
の
育
成
」
か
ら
「
国
民
の
育
成
」

愛
国
心
の
強
化
へ
と
論
理
を
改
変
し
、

戦
前
に
逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
内
容

と
な
っ
た
の
で
す
。
学
校
教
育
法
な
ど

関
係
法
規
も
改
定
さ
れ
、
教
育
行
政
の

在
り
方
、
具
体
的
な
学
習
指
導
要
領
に

よ
る
教
育
課
程
の
枠
組
み
も
変
わ
り

ま
し
た
。 

学
力
向
上
政
策
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト

は
競
争
的
な
学
校
環
境
を
生
み
。
他
方

教
科
書
が
同
じ
で
も
、
学
ぶ
こ
と
を
求

め
ら
れ
て
い
る
子
と
学
ば
な
く
て
も

よ
い
子
に
分
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、

教
育
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
差
別
と

選
別
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
子

ど
も
た
ち
か
ら
、
人
間
の
尊
厳
を
奪
い
、

お
友
達
と
の
人
間
関
係
を
踏
み
に
じ

り
、
人
格
を
破
壊
し
て
い
き
ま
す
。
い

じ
め
や
不
登
校
、
自
殺
の
背
景
・
原
因

が
、
こ
の
誤
っ
た
教
育
行
政
に
あ
っ
た

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。 

差
別
教
育
が
導
く
社
会
に
、
暗
澹
た

る
思
い
が
し
ま
す
。
人
間
は
物
で
は
な

い
の
で
す
。
国
や
企
業
の
道
具
と
し
て

育
成
し
て
は
な
ら
ず
、
再
び
戦
争
の
道

具
と
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
、
祈
り
訴

え
た
い
で
す
。 

(
盛
岡
上
堂
教
会
・
上
田
吹
黄) 

ピ
タ
ウ
大
司
教
著
書
紹
介 

 

ヨ
ゼ
フ
・
ピ
タ
ウ
大
司
教
は
、
上
智

大
学
の
学
長
を
務
め
、
多
く
の
学
生
た

ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
。
学
長
退
任
後
、

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
に
呼
ば
れ
、

バ
チ
カ
ン
教
育
省
局
長
な
ど
の
要
職

に
就
い
た
。
75
歳
の
定
年
で
退
職
し
、

２
０
０
４
年
日
本
へ
帰
国
し
た
。
大
司

教
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
イ
タ
リ
ア
で
な

く
、
日
本
に
帰
国
す
る
と
い
う
こ
と
は

ご
く
自
然
な
こ
と
と
言
う
。
か
つ
て
薫

陶
を
受
け
た
上
智
大
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
、

「
ピ
タ
ウ
会
」
を
作
り
、
大
司
教
の
日

本
社
会
や
若
者
へ
の
思
い
を
記
し
た

著
書
を
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
々
に

読
ん
で
も
ら
お
う
と
活
動
を
続
け
て

い
る
。 

｢

愛
あ
る
生
き
方｣

と｢

時
代
の
証
言

者｣

の
２
冊
で
あ
る
。
大
司
教
の
生
い

立
ち
か
ら
、
家
庭
の
在
り
方
、
教
育
の

真
髄
な
ど
、
深
い
見
識
で
現
代
の
日
本

に
警
鐘
を

鳴
ら
し
て

い
る
。
読

み
や
す
い

文
体
で
、

読
み
進
め

る
う
ち
に

「
ピ
タ
ウ
・

ワ
ー
ル
ド｣

に
引
き
込

ま
れ
、
納

得
す
る
こ

と
し
き
り
で
あ
る
。 

御
希
望
の
方
は
、｢

生
活
習
慣
改
善

セ
ン
タ
ー｣

冨
沢 

伊
勢
雄
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
２
‐
２
６
８
‐
４
０
４
２
）
宛
、 

氏
名
・
住
所
・
電
話
・
注
文
冊
数
を
記

入
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
冊
セ
ッ
ト
で
２
，
０
０
０
円(

特
価) 

（
送
料
別
） 

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
で
は
、
８
月
６
日
（
広
島
の
原
爆
記
念
日
）
か
ら
８

月
15
日
ま
で
を
「
平
和
旬
間
」
と
し
て
い
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
仙
台
正
義
と

平
和
協
議
会
（
会
長
渡
辺
清
）
で
は
、
今
年
か
ら
、
６
月
23
日
（
沖
縄
慰
霊

の
日
）
か
ら
、
８
月
15
日
（
敗
戦
の
日
）
ま
で
を｢

平
和
節｣

と
し
て
、
戦
争

や
平
和
の
こ
と
に
つ
い
て
学
び
、
行
動
す
る
期
間
と
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
」
の
「
声
」
欄
や
、
「
意
見
・
異
見
・
私
見
」
等
に
全
国

か
ら
賛
同
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
第
１

回｢

平
和
節｣

の
取
り
組
み
を
追
っ
て
み
た
。 

仙
台
正
平
協｢

平
和
節｣

の
取
り
組
み



 
（６）

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
。
そ
ん
な
中
で
も
子
ど
も
た
ち

は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
教
会
学
校
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
楽
し
い

思
い
出
と
共
に
神
様
へ
の
感
謝
の
心
を
育
ん
だ
。 

北
仙
台
・
畳
屋
丁
・
八

木
山
合
同
キ
ャ
ン
プ 

 

猛
暑
に
も
め
げ
ず
、

７
月
31
日
（
土
）
～
８

月
１
日
（
日
）
ド
ミ
ニ

コ
の
家
に
、
総
勢
38
名

（
子
供
21
名
）
が
集
っ
た
キ
ャ
ン
プ

は
、
元
気
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

今
年
は
歌
と
手
話
に
よ
る
賛
美

を
通
し
て
、
子
供
た
ち
が
イ
エ
ス
様

を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
練
習
を
重
ね
る
う

ち
に
力
強
い
歌
声
と
な
り
、
２
日
目

の
ミ
サ
で
は
、
素
晴
ら
し
い
賛
美
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
主
日
の
福
音

「
愚
か
な
金
持
ち
の
た
と
え
話
」
を

劇
で
再
現

し
て
み
ま

し
た
。
楽

し
み
な
が

ら
難
し
い

福
音
を
体

で
理
解
し

て
く
れ
た

の
で
は
な

い
か
と
感

じ
て
い
ま

す
。
こ
の

２
日
間
は
、

教
会
の
枠
を
超
え
て
子
供
た
ち
が

仲
良
く
な
り
、
同
じ
信
仰
を
も
つ
仲

間
と
神
様
を
大
切
に
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供
た

ち
の
将
来
の
目
標
と
も
な
る
若
い

リ
ー
ダ
ー
や
ホ
セ
神
父
、
ブ
ラ
ザ
ー

ロ
ド
リ
ゴ
さ
ん
、
神
学
生
の
佐
藤
さ

ん
ら
が
全
力
で
子
供
た
ち
と
関
わ

っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
食
事
や
細
々

し
た
と
こ
ろ
に
気
を
配
っ
て
下
さ

っ
た
方
々
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
す
べ
て
を
支
え
て
下
さ

っ
た
神
様
に
感
謝
！
（
佐
々
木
い
づ
み) 

日
曜
学
校
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

 

東
仙
台
・
塩
釜 

 

今
年
も
夏
を
迎
え
、
８
月
１
日

（
日
）
～
２
日
（
月
）
無
事
に
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
親
元
か

ら
離
れ
、
普
段

と
は
違
っ
た

環
境
の
中
で

始
ま
っ
た
キ

ャ
ン
プ
。
し
か

し
、
子
ど
も
た
ち 

は
無
邪
気
な
も
の

で
１
時
間
ほ
ど
一
緒

に
外
で
遊
べ
ば
初
め
て

会
う
子
と
も
す
ぐ
に
お
友
達

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に

元
気
い
っ
ぱ
い
な
子
が
多
く
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声 

と
笑
顔
の

絶
え
な
い
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
と
い

う
印
象
が
残
っ
て
い
ま
す
。
た
っ
た

一
泊
二
日
の
出
来

事
で
す
が
、

や
は
り
子
ど
も

た
ち
の
み
な

ら
ず
寝
食
を

と
も
に
す

る
と
い
う

こ

と

は

大
き
な
出

来
事
で
す
。

そ

の
中
で
、
今
年
は
シ

ス

タ

ー
方
の
快
い
ご
協
力
の
内
に
オ
タ

ワ
愛
徳
修
道
女
会
に
宿
泊
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
司
教
館

を
訪
問
し
司
教
様
に
お
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
子
ど
も
た
ち

の
大
き
な
思
い
出
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
キ
ャ
ン

プ
で
子
ど
も
た
ち
は
シ
ス
タ
ー
や

神
父
様
方
、
リ
ー 

ダ
ー

や
信
者
さ
ん
な
ど
様
々

な
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て

き
っ
と
一
人

ひ
と
り
が
神

さ

ま

の

愛

に
触
れ
た

事
と
思
い

ま
す
。 

ケ
ガ
も
な

く
無
事
に
こ
の

キ
ャ
ン
プ
を
終
え
ら
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
つ
つ
、

ま
た
来
年
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
神
さ
ま
の
も
と
に
集
う
事
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

(

相
澤
咲
子) 

日
曜
学
校
夏
期
キ
ャ
ン
プ 

（
元
寺
小
路
・
一
本
杉
・
西
仙
台
・
白
石
） 

 

８
月
10
日
（
火
）
～
12
日
（
木
）

の
２
泊
３
日
の
日
程
で
松
島
自
然

の
家
で
日
曜
学
校
夏
期
キ
ャ
ン
プ

が
行
わ
れ
た
。
元
寺
小
路
教
会
16
名
、

一
本
杉
３
名
、
西
仙
台
３
名
、
白
石

教
会
か
ら
も
１
名
の
参
加
が
あ
り

児
童
23
名
、
中
高
生
の
サ
ブ
リ
ー
ダ

ー
２
名
、
ホ
セ
神
父
と
神
学
生
、
Sr.

長
谷
川
、
日
帰
り
で
小
松
神
父
や
お

母
さ
ん
リ
ー
ダ
ー
も
参
加
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
野
外
炊
飯
で
の
カ
レ

ー
を
作
り
、
神
父
様
や
神
学
生
が
お

化
け
に
扮
し
て
肝
試
し
の
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
を
楽
し
ん
だ
。 

 

２
日
目
は
、
ホ
セ
神
父
の
「
ミ
サ

と
は
ど
う
い

う
も
の
か
」

の
お
話
を
聞

き
、
「
主
の

祈
り
」
の
手

話
を
覚
え
た
。

そ
の
後
は
、

カ
ニ
釣
り
。

多
い
子
は
４
、

５
匹
も
釣
っ

て
い
た
。
午

後
に
は
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
で
自
然

観
察
。
自
由
時
間
に
男
の
子
た
ち
は

ホ
セ
神
父
と
サ
ッ
カ
ー
に
興
じ
、
ホ

セ
神
父
の
妙
技
に
関
心
。
夜
は
静
か

な
雰
囲
気
で
の
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
神
様
の
恵
み
に
感
謝
。 

 

３
日
目
は
、
自
然
の
中
で
、
虫
の

声
を
聞
き
な
が
ら
野
外
ミ
サ
。 

 

こ
の
３
日
間
の
経
験
で
、
子
ど
も

た
ち
が
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
や
神

様
が
い
つ
も
自
分
を
見
守
っ
て
下

さ
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た

と
思
う
。 

 
 
 
 

（
大
津
知
明
） 

思
い
出
い
っ
ぱ
い
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ 

一
本
杉
教
会 

熊
谷 

凛(

小
４
年) 

 

今
年
も
教
会
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
好

き
な
ホ
セ
神
父
様
と
小
松
神
父
様
と
お
友

達
が
い
っ
し
ょ
で
す
。
夏
休
み
に
入
っ
て

か
ら
ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

去
年
は
地
引
あ
み
で
魚
を
と
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
カ
ニ
つ
り
で
し
た
。
手
作

り
の
竹
ざ
お
で
カ
ニ
を
つ
り
ま
し
た
。私

は
お
お
き
い
カ
ニ
を
二
匹
、小
さ
い
カ
ニ

を
一
匹
つ
り
ま
し
た
。び
っ
く
り
し
た
の

は
、ホ
セ
神
父
様
が
カ
ニ
を
七
ひ
き
つ
っ

た
こ
と
で
す
。じ
ま
ん
げ
に
ニ
コ
ニ
コ
し

て
い
る
ホ
セ
神
父
様
の
顔
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。 

 

「
ミ
サ
を
知
ろ
う
」と
い
う
時
間
で
は
、

「
二
つ
の
食
卓
」の
お
話
を
ホ
セ
神
父
様

が
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。私
は
ミ
サ
で

共
同
祈
願
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
れ
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。 

 

キ
ャ
ン
プ
に
行
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
っ
た
教
会
の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



 
（７） 

◆マザー・テレサ生誕100周年記念 パネル展 
 「マザー・テレサは生きている」 
 片柳弘史神父（イエズス会）撮影の写真展。（入場無料）
 全国巡回しているものを会津地域でご覧になれます。

 3 年に一度の学園祭も同時開催。模擬店、ステージ
発表、小・中学生の皆さんを対象にした体験プログラ
ムなども用意しております。 
日時：9月12日（日）午前10時～午後3時 
場所：会津若松ザベリオ学園中・高等学校 
電話：0242－27－1970 学園祭実行委員会 

◆日本カトリック医師会仙台支部・日本カトリック看護
協会仙台支部主催 「こころを病む人と共に生きる」
現代のストレスフルな社会では気づかぬうちに心が蝕
まれているかも知れません。自分が心を病んでしまっ
たら、または隣人が心を病んでいたら…。自分自身を
含めて、共に生きるために。 
講師  仙台青葉学院短期大学講師 赤井聖子 
日時：2010年9月26日 11:00～13:00 
場所：仙台司教区センター2階会議室(元寺小路教会)
会費：無料  問合せ：赤井（090-1399-8575）

◆平和を求める講演会 
｢自衛隊や日米安保がなくなっても 憲法 9 条を守る
だけで国は守れるのか｣ 
講師：小林祥二神父（カトリック潮見教会主任司祭）
日時：2010年10月10日(日)10時45分～12時30分
会場：カトリック元寺小路教会大聖堂 参加無料 
共催：カトリック労働者連盟（ＣＷＡ)仙台地区 
   カトリック正義と平和仙台協議会 

福

島

県
 
 

い
わ
き
教
会 

堅
信
の
秘
跡
を
受
け
て 

遠
藤
信
乃 

振
り
返
れ
ば
５
年
前
に
当
時
14
歳

だ
っ
た
次
男
を
骨
肉
腫
で
亡
く
し
、
生

き
る
希
望
も
す
べ
て
失
い
、
死
ん
で
い

る
よ
う
に
生
き
て
い
た
私
で
し
た
。 

毎
日
、
た
だ
た
だ
泣
き
暮
れ
て
い
ま

し
た
。 

そ
ん
な
時
、
フ
ッ
と
子
ど
も
時
代
に

カ
ト
リ
ッ
ク
の
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
た

頃
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
頂
い
た
小
さ
な
マ

リ
ア
様
の
像
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。 

「
あ
ぁ
…
マ
リ
ア
様
」
一
人
子
に
先

立
た
れ
た
マ
リ
ア
様
は
、
母
と
し
て
子

を
亡
く
す
痛
み
を
一
番
分
か
っ
て
く
だ

さ
る
存
在
に
思
え
ま
し
た
。 

「
マ
リ
ア
様
の
元
に
行
き
た
い
。
教

会
へ
行
こ
う
！
」
と
泣
き
な
が
ら
教
会

の
門
を
叩
い
た
の
は
２
０
０
６
年
の
暮

れ
で
し
た
。 

今
で
も
初
め

て
教
会
に
行
っ

た
日
の
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。 

「
疲
れ
た
者
、

重
荷
を
負
う
者

は
だ
れ
で
も
私

の
も
と
に
来
な

さ
い
。
休
ま
せ
て

あ
げ
よ
う
」
（
マ

タ
イ
11

・
28)

と
い
う
御
言
葉

の
通
り
教
会
に

は
安
ら
ぎ
が
あ

り
ま
し
た
。 

教
会
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。 

チ
ェ
ス
ワ
フ
神
父
様
の
元
で
夫
と

共
に
聖
書
を
学
び
、
「
小
さ
き
も
の
の

中
に
神
は
い
る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 私

た
ち
家
族
は
、
骨
肉
腫
で
亡
く
な

っ
た
息
子
の
癌
と
闘
う
姿
の
中
に
、
イ

エ
ス
様
の
姿
を
見
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

聖
書
の
御
言
葉
は
心
に
響
き
、
す
べ

て
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

マ
リ
ア
様
の
お
導
き
で
教
会
に
通
い

イ
エ
ス
様
の
元
に
洗
礼
の
秘
跡
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
、 

「
イ
エ
ス
様
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
か

ら
も
う
大
丈
夫
、
泣
く
こ
と
は
な
い
」

と
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

家
族
に
も
笑
顔
が
戻

り
ま
し
た
。
そ
の
後
長
男

も
聖
書
を
学
び
受
洗
い

た
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
６
月
20
日
に

は
堅
信
式
が
あ
り
ま
し

た
。 カ

ト
リ
ッ
ク
い
わ
き

教
会
で
は
15
名
が
堅
信

の
秘
跡
を
受
け
ま
し
た
。 

主
司
式
の
マ
チ
ル
ノ

平
賀
徹
夫
司
教
様
と
い

わ
き
教
会
の
主
任
司
祭

の
チ
ェ
ス
ワ
フ
神
父
様
の
も
と
で
の
祭

壇
で
し
た
。 

私
た
ち
家
族
は
、
夫
と
長
男
と
共
に

３
人
で
堅
信
式
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。

平
賀
司
教
様
が
一
人
一
人
の
肩
に
手
を

置
き
、
私
た
ち
は
聖
霊
を
受
け
ま
し
た
。

と
て
も
感
動
の
堅
信
式
で
し
た
。 

堅
信
式
で
は
、
肩
に
触
れ
る
平
賀
司

教
様
の
温
か
い
手
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

な
が
ら
Ｐ
・
ツ
ァ
イ
シ
ッ
グ
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。 

「
自
分
の
肩
に
神
の
手
が
置
か
れ
る
の

を
感
じ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
他
人
の

肩
に
自
分
の
手
を
置
か
な
け
れ
ば
」
と

い
う
言
葉
で
し
た
。 

堅
信
式
を
終
え
た
今
、
こ
れ
か
ら
は

悲
し
み
に
暮
れ
る
人
、
重
荷
を
負
う
人

た
ち
に
、
自
分
自
身
が
そ
の
肩
に
そ
っ

と
手
を
置
い
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
存

在
に
な
り
た
い
、
そ
う
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

宮
城
県  

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
仙
台 

「
マ
リ
ア
祭
」 

 

Ｊ
Ｃ
Ｎ
Ａ
（
カ
ト
リ
ッ

ク
看
護
協
会
）
仙
台
支
部

で
は
、
毎
年
恒
例
の
黙
想

会
と
マ
リ
ア
祭
を
行
い
ま

し
た
。
黙
想
会
は
、
７
月

18
日
～
19
日
、
昨
年
に

引
き
続
き
ラ
サ
ー
ル
会
の

ロ
ド
リ
ゴ
・
テ
レ
ビ
ー
ニ

ョ
先
生
を
講
師
に
お
招
き

し
ま
し
た
。 

 

「
私
自
身
が

キ
リ
ス
ト
と
出

会
い
、
人
と
出

会
う
こ
と
を
大

切
に
し
、
私
自

身
の
人
生
と
使

命
を
生
き
る
よ

う
に
一
歩
前
に

進
む
」
と
い
う
内
容
で
し
た
が
、
先
生

の
お
話
が
大
変
奥
深
く
、
私
た
ち
は
静

か
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

マ
リ
ア
祭
は
、
七
夕
祭
り
の
日
を
病

院
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者

さ
ん
方
の
た
め
に
、
様
々
な
催
し
を
通

し
て
少
し
で
も
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と

い
う
思
い
で
続
け
て
お
り
ま
す
。 

今
年
の
マ
リ
ア
祭
に
は
、
平
賀
司
教

様
が
お
い
で
下
さ
い
ま
し
て
患
者
さ
ん

や
ご
家
族
の
た
め
に

心
温
ま
る
お
話
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

祝
福
は
、
司
教
様
が

お
一
人
お
ひ
と
り
の

も
と
へ
歩
み
寄
ら
れ
、

按
手
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た=

写
真=

。
涙
を

流
し
て
喜
ば
れ
る
ご
家
族
が
印
象
的
で

し
た
。 

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
音
与
会
」
の

皆
様
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
で
し
た
。
リ

ュ
ー
ト
、
ギ
タ
ー
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
優

し
い
調
べ
は
、
聴
い
て
い
る
方
々
の
心

に
響
き
、
暫
し
夢
の
中
へ
誘
わ
れ
た
よ

う
で
す
。 

夏
の
日
の
午
後
、
司
教
様
の
御
講
話

と
ギ
タ
ー
の
演
奏
に
、
心
が
癒
さ
れ
る

ひ
と
と
き
で
し
た
。 

(

赤
井
聖
子) 



 
（8）

新
刊
案
内

『
神
に
聴
く
祈
り 

祈
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』 

著
者 

マ
ラ
キ
ー
・
ハ
ン
ラ
ッ
テ
ィ
／
訳
者 

金
成
彰
子
／
発
行 

女
子
パ
ウ
ロ
会
／
定
価 

１
２
０
０
円
＋
税 

本
書
は
、
長
年
、
日
本
で
宣
教
に
携
わ
り
、

２
０
０
５
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
帰
国
し
た
聖
コ

ロ
ン
バ
ン
会
の
司
祭
が
、
「
祈
り
た
い
の
で
す

が
、
ど
う
祈
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
信
徒
の
方
々
の
切
実
な
悩
み
に
応
え

て
、
ご
自
分
の
実
践
な
さ
っ
て
い
た
祈
り
の
方

法
を
、
教
え
、
指
導
さ
れ
た
こ
と
を
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
「
良
か
っ
た
こ
と
の
祈
り
」

と
し
て
、
多
く
の
人
々
に
分
か
ち
合
わ
れ
て
い

た
も
の
で
、
す
で
に
、
人
々
が
喜
ん
で
実
践
し

て
い
る
祈
り
の
一
方
法
で
す
。 

私
た
ち
は
、
神
様
か
ら
多
く
の
恵
み
が
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、

神
様
に
感
謝
す
る
こ
と
さ
え
し
て
い
な
い
場
合

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
祈
り
は
神

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
、
「
毎
日
、

良
か
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
第
に
そ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
本
書

は
示
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
良
か
っ
た
こ
と
を
振
り
返
る
」
こ
と

か
ら
始
ま
っ
て
、
徐
々
に
、
神
様
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
見
つ
け
て
い
く
こ
と
や
、
神
様
と
出

会
う
こ
と
、「
願
い
の
祈
り
」、「
ゆ
る
し
、
ゆ
る

さ
れ
る
こ
と
」、
そ
し
て
、
ま
ず
自
分
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
導
か
れ
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
本
は
、
個
人
と
し
て
も
、
ま
た
グ
ル
ー

プ
と
し
て
も
使
え
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
ま
す
。
随
所
に
、
著
者
で
あ
る
ハ
ン

ラ
ッ
テ
ィ
師
の
具
体
的
な
体
験
が
書
か
れ
て
お

り
、
読
者
は
、
ど
の
よ
う
に
祈
れ
ば
い
い
か
に
、

自
然
に
導
か
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。「
分
か

ち
合
い
」
の
方
法
や
、
新
し
い
祈
り
の
グ
ル
ー

プ
の
進
め
方
な
ど
も
、
具
体
的
に
書
か
れ
て
お

り
、
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。 

２
０
１
１
年
７
月

か
ら
始
ま
る｢

仙
台

教
区
年
！｣

に
向
け

て
、
仙
台
教
区
の
歩

み
を
振
り
返
っ
て

見
よ
う
。 

今
回
は
、
信
徒
の

社
会
奉
仕
活
動
の

様
子
を
「
炬
火
」
１

９
３
６(

昭
和
11)

年
２
月
号
か
ら
拾

っ
て
見
た
。(

原
文
は
文
語
体
・
編
集
部
要
約) 

◆
郡
山
教
会
姉
妹
会
の
活
動 

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
12
月
25

日
午
前
10
時
半
よ
り
、
聖
マ
リ
ア
寮

付
属
幼
稚
園
と
、
市
立
小
学
校
２
校
の

貧
困
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
130
名
を
招

い
て
子
供
会
を
開
い
た
。 

昼
食
に
赤
飯
を
配
り
、
幼
稚
園
児
と

教
会
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
余
興
で
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
を
も
て
な
し

た
。
閉
会
前
に
菓
子
包
み
と
お
み
や
げ

を
配
り
、
み
ん
な
に
こ
に
こ
し
て
家
路

に
就
い
た
。 

招
待
さ
れ
た
子
ど
も
の
中
に
は
約

10
名
ほ
ど
の
欠
食
児
童
が
い
た
。
一

人
の
女
の
子
が
、
赤
飯
を
食
べ
な
い
の

で
、
声
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、｢

家

に
持
ち
帰
っ
て
、
両
親
に
あ
げ
る
の
で

す｣

と
答
え
た
と
い
う
。 

こ
の
催
事
の
費
用
は
、
姉
妹
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、
市
内
の
篤
志
家
を
回
っ

て
寄
付
を
集
め
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど

が
教
会
外
の
方
々
の
寄
付
に
よ
っ
て

い
る
。
私
立
学
校
の
校
長
が
、
い
た
く

感
動
し
て
、
教
師
１
名
を
派
遣
し
、
金

一
封
を
差
し
出
し
た
。
郡
山
教
会
主
任

司
祭
ラ
ポ
ル
ト
師
と
、
修
道
女
４
名
も

参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
の
世
話
を
し
た
。 

【
写
真
上
・
赤
飯
に
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち 

 
 
 
 

下
・
幼
稚
園
児
の
余
興
】 

◆
弘
前
教
会
信
徒 
米
を
寄
贈 

ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
を
貧
し
い

人
々
と
分
か
ち
合
お
う
と
、
信
徒
に

｢

弘
前
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会｣

と
印
刷
し

た
袋
を
信
者
に
配
り
、
白
米
を
入
れ
て

持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
た
。
集
ま
っ
た

182
袋
を
市
役
所
に
持
ち
込
み
、
食
料

に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に
配
っ
て
も

ら
う
よ
う
依
頼

し
た
。 

◆
恵
ま
れ
な
い

人
々
に
愛
の
奉

仕 

仙
台
姉
妹
会
の

活
躍 

昨
年
12

月
１

日
の
総
会
で
、
計

画
し
、
年
の
瀬
を

控
え
て
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方
々

を
救
お

う
と
、

各
自
が

分
担
し

た
地
域

を
回
り
、

市
内
の

信
徒
や

一
般
篤

志
家
の

家
を
訪

問
し
た
。
市
内
教
会
で
は
、
こ
の
企
画

に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
神
父
か
ら
説
明

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
皆
喜
ん
で

協
力
し
た
。
集
ま
っ
た
も
の
は
、
着
物
、

洋
服
、
布
団
、
防
寒
服
、
食
料
品
、
そ

の
他
の
小
物
類
。 

 

集
ま
っ
た
も
の
は
15
日
に
整
理
し
、

市
の
社
会
課
を
訪
ね
、
課
長
と
面
接
、

姉
妹
会
の
精
神
と
今
回
の
計
画
と
趣
旨

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
喜
ば
れ
、

市
と
し
て
も
援
助
を
惜
し
ま
な
い
の
で

大
い
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
と
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。 

 

27
日
、
姉
妹
た
ち
は

元
寺
小
路
教
会
幼
稚
園

に
集
ま
り
、
市
か
ら
受

け
取
っ
た
生
活
困
窮
者

の
調
査
カ
ー
ド
に
よ
り
、

各
家
庭
に
必
要
な
物
資

選
び
を
割
り
当
て
た=

写

真=

。
ま
た
そ
れ
と
一
緒

に
仙
台
高
女
の
愛
之
堂

医
院
の
無
料
診
察
券
数

枚
と
菓
子
詰
め
合
わ
せ

袋
を
添
え
た
。 

 

翌
28
日
、
寒
風
吹
き
荒
れ
る
中
、

市
内
外
に
散
ら
ば
る
対
象
家
庭
を

訪
問
し
た
。
い
ず
れ
も
筆
舌
に
尽
く

し
が
た
い
ほ
ど
の
惨
状
で
、
若
い
姉

妹
た
ち
は
初
め
て
み
る
悲
惨
さ
に

目
を
覆
い
た
く
な
る
思
い
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め
に
も
っ

と
活
動
を
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
痛
切
に
感
じ
た
。 

ク
イ
ズ 

昭
和
11
年
当
時
、
現
在

の
仙
台
教
区
内
に
は
い
く
つ
の
小

教
区
教
会
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
？ 

【
前
回
ク
イ
ズ
の
答
え
】 

仙
台
教
区
で
司
牧
し
た
外
国
宣
教

会
は
４
つ
で
す
。 

（
パ
リ
外
国
宣
教
会
・
ベ
ト
レ
ヘ
ム
外

国
宣
教
会
・
グ
ア
ダ
ル
ペ
宣
教
会
・

ケ
ベ
ッ
ク
外
国
宣
教
会
） 

 

２０１１

③信徒の社会奉仕 
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